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　○出席���　Rリモート出席　Mメーキャップ

　　主　　題（2023/2024）
国 際 会 長	：	 輝かそう、あなたの光を

アジア太平洋地域会長	：	 変革のための光となろう

西 日 本 区 理 事	：	 未来に灯そう（ともそう）希望の光り

中 部 部 長	：	 みんなで参画

名 古 屋 ク ラ ブ 会 長	：	 人生の喜びを大いに分かち合おう　ワイズと共に！

2023 〜 2024　1 月号　(No924）

在　　籍� 18 名
第 1例会� 14 名
　　メネット� 2 名
　　ゲスト・ビジター�� 8 名
第 2例会� 6 名
　　メネット� 0 名
　　ゲスト・ビジター� 0 名
メーキャップ� 1 名

出席率� 100%

12 月クラブ出席 B　　　F

切手� 0pt

現金� 0pt

小計� 0pt

切手� 0pt

現金� 0pt

合計� 0pt
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小　尾� 　

加　藤　�○� R

川　口� ◯� 　

河　部� ◯��

川　本� ◯�� R

久保田�

塩　田� ◯��

鈴　木� �

相　馬� ◯��

谷　川� ◯�� R

都　築� ◯�

戸　田� ◯�� R

中　井� ◯� R

中　村� ◯�� �

西　村� ◯��

平　野� M�� �

深　谷� ◯��

渡　辺� ○���R

12 月　　個　人　出　席

第　2　例　会
と　き︰ 2024年 1月 15日（月）7:00p.m.〜 8:30p.m.
ところ：Zoom
プログラム：今期プログラムと例会の持ち方、その他
※今期も第二例会の曜日が変更になっています。ご注意ください。

　皆さま　あけましておめでとうございます。

　皆様のお支えに心より感謝申し上げます。今年の秋は部会、

周年例会を回らせて頂き、皆様方の長年培ってきた活動に感銘

を受けました。それぞれのクラブが拘った独自の活動は地域性

があり、社会との繋がりを強く感じることが出来ました。

　名古屋クラブも愛美の会、潮干狩り、みかん狩り等　歴史あ

る活動の継続に誇りに感じます。ワイズのメンバーは高齢化を

むかえており抜本的な対策と情報の共有をしていかなくてはな

りません。これは世界のクラブの共通の課題であると思います。

私達の魅力ある活動を広めるためにもEMC活動で仲間を増や

しましょう。共に汗を流した活動での感動もメンバーが増える

とより大きなものになると思います。その様な中でも西日本区

でメンバー増員をしているクラブがあることも事実です。拘っ

た我等の活動を次世代に繋げるのは、簡単なことではありませ

んが、それに向かう行動は世界平和を実現できる一助となると

確信します。活発な活動を続けるクラブを訪問すると新しいア

イデアを見つける事が出来るかもしれません。

　世界は悲しいニュースで溢れています。戦争や天災で苦しみ

の中で生きる仲間に、我らのモットーである『隣人に寄り添う』

精神の元、活動を推進していく事に重要性を感じます。私達は

世界にネットワークを持つ奉仕団体です。宗教、国籍、ジェン

ダーフリーを持ち前にその繋がりを与えられたかもしれません。

YMCA&ワイズメンズクラブの御業であると信じます。

会　　長　戸田真二

副 会 長　加藤明宏

書 　 記　川本　

会　　計　平野、谷川　
ブリテン　渡辺、戸田、平野、久保田

1 月例会プログラム

と　き：2024 年 1月 9日 (火 )7:00p.m. 〜 8:30p.m.
ところ：�名古屋 YMCA
　　　　� 司　会� 深谷　　聡　君
開会宣言� 会　長� 戸田　真二　君
ワイズソング�
聖書朗読・祈祷� � 河部　　薫　君
プログラム：新年会�
　　�カタリバ（語り場）として、それぞれの今年の抱

負を語り合いましょう。
　　テーマ　�「未来に灯そう希望の光り」一人３分ス

ピーチ等の準備をお願いします。
ハッピーバースディ・諸報告・ニコボックス�
閉会宣言� 会　長� 戸田　真二　君

今期より第１例会での会食を再開しＺＯＯＭ参加を廃止し
ました。例会での食事の用意の為に　“出欠の連絡”を 1
月 5日 (金 ) までに必ず　川本書記までしてください。無
駄な食材や出費を出さないためにも　出欠連絡をよろしく
お願いいたします。

2月号　原稿担当者
巻頭言　長井　衣世君　　1月第一例会レポート　都築　正和君

第 1 例会　ゲスト：�川瀬恒史、藤田瑠美、田中耕太、南山ハー
ベストクラブ；荒川文門、小林滋記、近
藤豊、杉山弘時�

　　特別メネット：長井衣世、
　　　　メネット：加藤朱美、
　　　　コメット：相馬朋子
12 月 15 日　LD 委員会 zoom�平野、深谷

第1 第1 第1第2 第2 第2

2024 に向けて
　深　谷　　聡



(2)

　2025年西日本区は大きな２つの活動があります。１つは８

月１日より３日の予定で熊本アジア大会が開催されます。同

時にアジアユースコンボケーションも熊本YMCA阿蘇キャン

プ場で開催されます。日本のワイズメンとユースでアジアの

仲間をお招きしましょう。アジアの中での日本のワイズメン

＆YMCAの役割を意識し、安全で平和の中でアジアの仲間と

語り合える機会に感謝を申し上げます。先日のアジア大会香

港で会ったアジアの仲間は楽しみにしていると仰ってました。

この素晴らしい大会を成功裏に導くためにも皆様の協力が必

要です。よろしくお願い申し上げます。

　２つ目は2025年にラオス人民民主共和国にYMCAホテル

専門学校の開校を予定しております。ラオス政府、日本政府

も多大なご協力頂き、現在『ラオス有志の会』で慎重に準備

が進められております。是非とも末長いご協力を御願い申し

上げます。

　我ら個人の平和への思いは小さなものであっても、纏まれ

ば大きな力となると信じます。その思いを希望の光とし、暗

闇を照らして参りましょう。私達の活動で世界の仲間と連帯

し、諦めず、焦らず前に進めば世界平和が実現できると信じ

て病みません。　今後とも宜しく御願い申し上げます。

■ ■ ■   第 1 例 会 レ ポ ー ト  ■ ■ ■

と　き：2023 年 12月 9日（土）5:00�p.m. 〜 7:45�p.m.

ところ：ホテル名古屋ガーデンパレス

　名古屋クラブのクリスマス例会はコロナ禍で一回教会で礼

拝のみの年が有りましたが　恒例の名古屋ガーデンパレスで

の再開 3回目のクリスマス例会を持つことが出来ました。

　クリスマス礼拝は　奏楽は川本ワイズのギター、私相馬の

聖書朗読と司会、西村ワイズ祝祷。川口ワイズの奨励は阪和

部会でご講演された山崎浩敬「あたたかい小さな手のリレー」

のバス停でそっと押す優しい小学生のリレーを想い涙しまし

た。皆様と素敵な式場で礼拝・司会でき、感謝でした。

　祝会は戸田会長開会点鐘後のワイズソング高らかに、参加

者紹介、加藤副会長食前の祈りで始まり、YYバンド（加藤・

川本・谷川・戸田・渡辺ワイズ）演奏によるクリスマスソン

グを皆で楽しみながら、コースディナーの会食と成りました。

　クリスマスリーススタイルの前菜、シーフード・鴨・牛ヒ

レグリル等、手の込んだお料理の飾り付け・美味しさに感動・

感謝でした。ゲストの南山ハーベストクラブの方々や藤田様、

川瀬様、特に亡夫の教え子田中様にご挨拶でき嬉しゅうござ

いました。ご準備等頂いた皆様にも感謝しながら母子家路に

つきました。ありがとうございました。� （相馬静香）

YMCA ニュース

フィリピンフレンドシップキャンプ

　2024 年 2 月 19 日 ( 月 ) 〜 26 日 ( 月 ) にフィリピンの
アルバイで実施されます。以前は災害復興の為にワークキャ
ンプとして実施していましたが、しばらく途切れた為 2019
年に仕切り直しで交流を目的に再出発しましたが、残念なが
らコロナでまた中断し、再々出発となります。今年は「環境
保護活動」でサンゴの苗植えを実施します。日本からは子ど
もたちに書道や折り紙など日本の文化や遊びを伝えます。参
加できるユースリーダー 2名の募集に対して、10名の希望

者がきました。なので選ぶために課題のレポートを提出して
もらいましたが、全て期限内に熱い想いのレポートが集ま
り、余計に悩みの種になりました。希望するリーダーの過去
の YMCAへの関わり方や参加率を調べると、やはりかなり
積極的に関わっていることも分かりました。他のスタッフに
も相談し 2週間ほど悩み、先日選びました。でもうれしい
悩みだと思いました。今回のキャンプではアルバイ YMCA
の総主事と Zoo ｍでリーダーたちとミーティングの機会を
設けます。「交流」だけにとどまらず、「少しでも深く掘り下
げた交流」をしたいと思います。頼もしいリーダーたちとワ
イズ３月例会でご報告させていただきます。� （中井信幸）



(3)

　会費は月額7,000円、年額84,000円です。できるだけ6ケ月分42,000円を 7月と１月に納入して
くださるようにお願いします。（3ヶ月ずつ納入される方は７月、10月、１月、４月に納入して下さい）
　また中部の理事とキャビネットを支援する為に昨年度決定された3年間限定のリノベーション基金の
今期は３年目になります。クラブ会費を納入いただく時に合わせて納入ください。金額は一人年間3,000
円です。
ゆうちょ銀行　記号 12120　番号 82306781　なまえ　ナゴヤワイズメンズクラブ

会計より

会費納入

のお願い

■■■� �第 2 例 会 レ ポ ー ト  ■■■
と　き：2023 年 12月 18日（月）19：05〜 20：50
ところ：Ｚｏｏｍリモート

1．2023-2024　上半期〜下半期例会プログラム

月日 曜日 会場 プログラム

1 9 火 YMCA ①新年例会
「3分間スピーチ」

15 月 ZOOM ②役員会

2 13 火 YMCA ①卓話例会
（近藤友子氏）

19 月 ZOOM ②　役員会

3 12 火 ラ・スース・アン ①フィリピンフレンド
シップキャンプ報告会

18 月 ZOOM ②　役員会

･�1 月新年例会は、少しだけ豪華な食事（お弁当）を用意す
る予定（お楽しみに）

･2月第一例会　卓話（川本さん御友人�加藤友子氏）
･�3月第一例会：ラ・スース・アンを会場に、２月に実施の
名古屋ＹＭＣＡフィリピンフレンドシップキャンプ報告
会をメインに、ゲストに京都グローバルクラブワイズメン
ズクラブメンバーをお迎えする。

2. クリスマス例会振り返り　参加者 24 名　
　会計報告：招待者ゲストが少なかった事、ホテル側の全面
協力、クラブメンバーによるアトラクションなどで支出を抑
えることができ、徴収した会費内で収まった。益金はクラブ
ファンドに計上する。　
　ゲスト：�南山ハーベストクラブ（荒川・杉山・小林・近藤）・

藤田・田中・川瀬　の７氏。感謝！
　礼　拝：ギターによる奏楽（初めての試み）は良かった。
　祝　会：�終始和やかな雰囲気で良いクリスマス例会であっ

た。乾杯後のアトラクションはアトラクションに
集中することが難しい。特に身内によるアトラク
ションだったためか？

　総　括：�全般的に準備の時間が短すぎた事が、招待者やゲ
ストが少なかった事に顕れている。次年度以降、
９月から準備を始め１０月初旬には案内ができる
ように心がけるべきだ。

3.CS 事業について
① �12/16( 土 ) 愛実の会クリスマス会　参加者：戸田・渡辺・
川本・平野

　�　参加予定の加藤・谷川が急用で欠席となったが、予定通
り４年ぶりの対面でのクリスマスコンサートが開催でき

た。プレゼント（ケーキ・献金）も含め、愛実の会からも
好感想をいただき、良いクリスマス会となった。

② �12/25( 月 ) ミカン狩り招待　参加予定者：谷川・戸田・
川本・平野・渡辺　

　�　奉仕者は午前９時３０分に現地集合。クラブメンバーに
周知し追加の奉仕者を募集する。

　　詳細は２施設宛の案内書を参照の事（添付）
4. ＹＭＣＡより
①��クリスマスキャロルが４年ぶりに名古屋駅にて開催が出来
た。昼間の催しで多くの町ゆく人々が足を止め集まり、歌
を通じてイエスの誕生をお祝いする良いプログラムとなっ
た。

②�フィリピンフレンドシップキャンプについてユースリー
ダーに募集を掛けたところ、ユース２名枠に対し１０名の
応募が有った。過去３年間のコロナ禍の弊害で活動が制限
されていたユースが、今回多く参加を希望したことが主要
因であると思うが、次年度以降ユースを送り出すための支
援をワイズに協力要請したい旨、中井担当主事から要望が
有った。

5. その他

･�牧野万里子氏の逝去に伴い、西日本区国際・交流事業主
任に直前主任小田哲也ワイズが就任左した。

･�和歌山紀の川クラブ 40周年記念祝会 2024 年 7月 28日
( 日 )11：30 〜 15：00 ホテルグランヴィア和歌　山で
実施する旨の第1報が届いた。　→　今後クラブメンバー
に周知して参加者を募る。

･ブリテン原稿担当（毎月 20日締め切り：渡辺ワイズまで）
　�
　2月巻頭言（長井）1月第一例会レポート (都築 ) その他
のブリテン原稿は今後確認　ワイズ・YMCA行事等参加者
は連絡ください。　

メネット
� ６日� 河部　慈美さん
�１１日� 中村　正子さん
�３０日� 久保田　美代子さん

メン
� ７日� 西村　清くん
�１５日� 平野　実郎くん
�１７日� 河部　薫くん
�１９日　鈴木　貞祥くん
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各号に例会以外の活動報告を掲載しておりますが、全て当委員で把握出来ておりません。ワイズ

やYMCA関係の行事に参加された方は　その旨ブリテン委員にお知らせください。よろしくお

願いします。

ブリテン委員
よりお願い

�　�「だから、キリストに結ばれる人はだれでも、新しく創造された者なのです。古いものは過ぎ去り、新
しいものが生じた。」� �（コリントの信徒への手紙二５章１７節）

　　�
西　村　　清

　「明けましておめでとうございます。」

　新しい年が始まる正月には、このように日本人は挨拶し

てきました。１２月３１日」から翌年の１月１日になって

も、物理的には時間の継続、時間の経過をしたに過ぎませ

ん。しかしこのような挨拶は古くからなされてきました。

つまり誰でも新鮮なスタートを好みます。良くなろうとす

るチャンス、新しい機会として新しい希望に生きる時とし

たいと願うからです。

　さて、「時」とは不思議なものです。聖書の「時」に二

つの言葉が使われています。クロノス（χρόνος）であり、
カイロス（καιρός）です。クロノスは時間の流れといい
ますか、経過を表します。英語のクロニクル（chronicle

…年代記の意味）の語源です。１２月３１日から翌年の１

月１日は時の経過で、日々過ぎ去る時の流れと同じです。

しかし正月は単なる時の経過と考えるのではなく、特別な

時、その時を特別に考えて、「一年の計は元旦にあり」と

いうように、元旦に特別な意味を見出すのです。このよう

な時をカイロスと考えます。

　私たちに２０２４年という新しい時間が与えられました。

時間は決して自分のものではないのです。時間とは与えら

れたものなのです。大阪サウスの松岡虔一ワイズも述べて

おられるように、私たちの時間が始まったのは生まれた時

です。自分の意思によって生まれたのではなく、神のみ心

によって命が与えられたのです。誰でも自分で生まれた人

はいません。与えられた人生、与えられた時間を自分のた

めにだけ使うのではなく、他者のために、隣人が幸いにな

るために使いたいものだと思います。そのことも新しい年

の目標の一つに加えてはどうでしょうか。

愛実の会クリスマスコンサート報告

　12月 16日　CS事業の一環でありますが、名古屋クラ

ブのＹＹバンド（当日は谷川さん、加藤さんは急用で欠席

で　戸田、川本、渡辺で演奏奉仕しました）が、愛実の会

を訪問して今年は 4年ぶりに生のクリスマスコンサート

を行ってきました。名古屋クラブはメネットの食事奉仕か

ら始まって今年で 28年目のお付き合いで　その間もずっ

と愛実の会を支援しています。コロナ禍で訪問ができない

時は Zoomを使ったり、窓越しからのキャロリング等で

関係を閉ざすことなく続けています。小さなクリスマスで

すが、ここに本当のクリスマスがあるように思います。最

後に全員で「きよしこの夜」を歌い、暖かな気持ちになれ

たひと時でした。感謝� （戸田真二）


